
■会長挨拶 

改めましておはようございます。 

今日はパワーロータリーの昔のメンバーでありました、内山緑

さんが卓話をしてくれるということで楽しみにしております。

どうぞよろしくお願い致します。暢婉君さん、ごゆっくりおく

つろぎ下さい。 

 初めての挨拶で非常に舞い上がっておりまして、昨日から何

を話せばいいかを考えておりました。会長が建築屋なので私も

それで呼ばれたのかなと思いますので、少し建築の話をしよう

と思います。 

 今、省エネ住宅とかいろいろな住宅、色々ありますけれど、

一番大変なのは断熱保温材などの身をかためる、蓄える、そう

いうことですよね。私も少し考えてみました。 

 我が家はお金を貯めるのが下手で出てばっかりで放熱状態、

クーリングしております。やっぱり貯める、蓄える、それも長

期間・長時間貯めておくというのは大変なことだと思います。

今日のゲスト内山さんなどもメタコンなどたくわえる量が多

いと思います。なおかつそれを大きくしていくという事が出来

るということですね。ここにいる皆さんは経営でいっぱいおら

れると思いますけど、会社を大きく育てるためにも、蓄えると

いう事が重要になってくるかと思います。私もクーリングばか

りしている訳ではなくて、ホットな事に行動を移していきたい

なと思っています。 

今日はこれで失礼致します。ありがとうございました。 

 

 

■幹事報告 

■委員会報告 

■スマイル 

小澤邦比呂： 

１６日に開催されました地区大会において台湾米山学友会

のメンバーでありますファン・イン・チーさんにスピーチをし

て頂きました。３日間共に活動させて頂きましたが、大変学ぶ

ところが多く充実した３日間でした。素晴らしいご縁に感謝い

たします。 

内山緑さんお久しぶりです。お元気そうで何よりです。本日は

早朝よりありがとうございました。 

山本英夫： 

台湾の友人の関係で、台湾の私立専門大学に招かれて「〇△

□の経営」を講演させて頂くことになりました。１２月６・７・

８日と１日６時間、３日間のハードな内容です。これがキッカ

ケとなって「〇△□の経営」広がれば幸いです。 

滝浪實： 

ハッピーバースデーお祝いいただきありがとうございます。 

牛田悟： 

郵便局の牛田です。今年も年末が近付いてまいりました。年末

と言えば年賀状の準備ですね。年賀状のご注文承ります。本日

配布させて頂いた申込書にご記入の上、お渡しいただければ次

回、次々回の例会にてご用意できます。他にお付き合いもある

かと思いますがよろしくお願いいたします。 

寺田洋平： 

１１月１６日、偶然にも地区大会の日と重なりましたが、アビ

ーラ・トゥール教会におきまして無事結婚式を終えることがで

きました。これから頑張ります。 
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オークラアクトシティホテル浜松３Ｆチェルシーの間 
●司会：西尾文克、鈴木和行 ●点鐘：鈴木利和   ●ロータリーソング：奉仕の理想 
●ゲスト：内山緑様・米山記念奨学生 暢婉君さん                                                   
●議事：広報委員会 内山緑様卓話 「浜松 この 30年、―取材の体験から」 
 
＜出席報告＞本日出席率６８名 ８３，９５% 前々回出席率８５，３７％ 



 

■議事 

浜松中 RC会長 川井啓介様 

みなさん、この度はおめでとうございます。RC拡大委員会のメ

ンバーのひとりとして、このクラブが順調に成長していること

を大変嬉しく思います。当時の思い出を今一度お話ししてみた

いと思います。当時、中ロータリークラブの創立記念事業とし

て 10年にハーモニーRC,15年にパワー浜松 RCを作ったわけで

すが唐澤特別代表にご尽力いただきました。3月に声がかかり、

10月には設立するんだ！と我々に鼓舞するも、どんなクラブに

するのか？どんなカタチでメンバーを集めるか？何から手を

つけたら良いのか分からない状態からのスタートでした。そん

な中で 91名をリストアップ、初代会長を秋山さんにお願いし、

7月に了解を頂きました。それからキーメンバーとなる 18名が

決まった次第です。多くの方の大変な努力のおかげで誕生した

ロータリーに参加することは豊かな人生づくりの一助になる

はずです。どうかロータリーを通じて、仲間作りをさらに広げ

ていただきたい。人生は友人作りの旅でもあります。パワー浜

松 RCとともにさらに拡大、充実した毎日を皆さん過ごされま

すよう祈念しお祝いの言葉といたします。 

浜松中 RC幹事 眞瀬悦邦様 

唐澤さんのご縁でロータリークラブに入会しました。私事にな

りますが、土曜日から日曜日にかけて 100キロウォーキングに

挑戦し、完歩いたしました。朝 8 時 40 分にスタートし、翌日

の 12時 40分にゴール。その時に思い感じたことは「身体が丈

夫で良かったな」「当日のボランティアの皆さんへの感謝」で

した。困難を乗り越えることで私の性格も変わったと思います。

ここで提案がございます。皆さん、来年の 20 回目にはご一緒

に参加しませんか。きっと、皆さんで参加すれば必ずや連帯感

が増すと思います。これをお祝いの言葉とさせて頂きます。 

拡大委員 田辺芳彦様 

皆さん、おめでとうございます。私の思い出は、10月の創立ま

で色々あったなという感じです。当初、秋山さんは RC のバッ

チはつけない。RCの歌は歌わないなど、唐澤代表とバトルを交

わしていましたが最終的には唐澤代表の思いが詰まったクラ

ブが誕生しました。こうして記念日を迎えることが出来きた本

日、雨ですが、きっと唐澤さんの喜びの涙ではないかと思いま

す。これからますますのご活躍を祈念いたします。 

拡大委員 曽根原今朝敏様 

創立記念日、おめでとうございます。パワー浜松の例会は朝と

いうことで、朝の意気込みが重要な意味を持つと感じています。 

 

13年目を迎えた皆さんに改めて問いたいことがあります。この

1 年、自ら感激、感動をしていますか。また、人に感激、感動

を与えていますか。実はロータリアンの素晴らしいことのひと

つに人間関係を深めるということがあります。人と感じ合える

場としてのロータリーを通じて成長して頂き、10年 20年、い

や 30 年後のロータリアンのお手本になって欲しい、クラブも

そんな動きをして行って頂きたいと思います。本日は本当にお

めでとうございました。 

パワー浜松 RC 長谷川博久会員 

創立当時のキーメンバーのひとりとしてお話をします。 

いちばん最初の仕事はクラブの名前からでした。色々な名前の

候補がありましたけれど、最後は目をつぶっての挙手で決まり

ました。秋山代表の「power breakfast を一緒に食べよう」が

名前の由来だったと思います。浜松中 RCのアドバイスも頂き、

メンバー集めが進んでいきました。その当時の浜松中 RC のサ

ポートに心より感謝を申し上げて、私の挨拶とさせて頂きます。 
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